
　明治 150 年を記念した全区リレー事業の最後となる
下京区では、明治期の建築物や京町家などを巡ります。
　まち歩きで明治の時代に思いを馳せ、下京の魅力を
再発見しませんか。（訪問場所：元淳風小学校、⻆屋
もてなしの文化美術館、龍谷大学大宮学舎 本館、旧二
条駅舎、本願寺伝道院など）

　12 月は人権月間です。下京区では、樹木希林さん主演で映画
化された、小説「あん」の作者であるドリアン助川さんを招
き、ハンセン病快復者の人生を描いた意味について語っていた
だきます。
　人権月間を機会に、一人ひとりの大切な人権、かけがえのな
い命について考えてみませんか。

時間　９：30 ～14：30（９：45 から 15 分間隔でスタート）
集合場所　東本願寺境内　　定員　90 名（多数抽選）
行程　約５km　約３時間30分（見学、説明時間などを含む）
費用　1,000 円（当日の受付時に）
申込み 　11 月６日（火）～ 25 日（日）に、

京都いつでもコール （３面右上参照）の電話、

　　　FAX またはメール（送信フォーム）へ。

　　　　 FAX の場合は、「下京のまち歩き」と明記のうえ、

　　　氏名、電話番号、郵便番号、住所、同伴者の氏名（１名

　　　まで）を記載してください。

　　　抽選結果や詳細は 11 月末に通知します。

主催　下京区ふれあい事業実行委員会、下京区役所

時間　18:00 ～ 20:00　　　　場所　しんらん交流館 大谷ホール
定員　200 名（先着順）　　費用　無料
申込み　11 月 27 日（火）～12 月 5 日（水）に、　  　　　　　　　  （３面右上参照）の電話、FAX またはメール（送信フォーム）へ。
　FAX の場合は、「下京区人権月間」と明記のうえ、氏名、電話番号、同伴者の氏名（２名まで）を記載してください。

　※手話通訳をご希望の方は、申込み時にお知らせください。

主催　下京区ふれあい事業実行委員会区民啓発部会、下京区地域啓発推進協議会、下京区役所　　　　共催　下京区地域女性連合会

昭和 37 年東京生まれ。

作家・朗読家。

平成 24 年、ハンセン病を患い快

復した元患者の人生を描いた小説

「あん」を発表。河瀬直美監督に

より映画化され、カンヌ国際映画

祭のオープニングフィルムとなる。

小説は 11 言語に翻訳され、平成

29 年、フランスの「DOMITYS 文学

賞」「読者による文庫本大賞」の

二冠を得る。ドリアン助川さん
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問　地域力推進室事業担当（☎ 371-7164）
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京都いつでもコール

講師 プロフィール

龍谷大学 大宮学舎 本館講堂

市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版　　 第２７５号　　平成３０年１１月１５日　（４）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ウィット（☎072-668-3275）　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。


